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1． 問題 の 所在

　説
一

切有部 （以 下，有部）の 代表的 な煩悩説 で ある 九 十八 随眠 は， 見所 断の 随眠

と修所 断の 随眠 に大別 され ， さ らに見所 断の 四 部 （見苦所断な い し見道所断）の 随

眠は，「遍行」（sarvatraga ）と 「非遍行」（asarvatraga ）， また は 「無漏縁」（anasravElambana ）

と 「有漏縁」 （sasrava 且ambana ） とい う区分 に よ っ て ， そ れ ぞれ 二 分され る． 筆者は

以前， 所縁 と断 じられ 方の 2 点につ い て ， こ の 見所断の 各随眠 （但 し欲界 の他界遍

行随眠を除 く）の 基本的な関係を次の 如 く推定 した 1） （見集所 断 と見道所断の 随眠は，

それぞれ見苦所断 と見滅所断の 随眠の 場合に準 じる）．

　〈随眠 〉

・見苦所断の遍 行随眠

・見苦所断の 非遍行随眠

・見滅所 断の 無漏縁の 随眠

・見滅所断 の 有漏縁 の 随眠

こ れ らの 随 眠の 中 ，

〈所縁〉

苦諦 （有漏法）

見苦所断の 遍行随眠

滅諦 （択滅無為）

　　　　　　　　　　　　　　見滅所断の 無漏縁 の 随眠

　　　　　　　　　　見苦 ・ 見集所断の 非遍行随眠が 「所縁が 断 じられ る こ とで

断 じられ る」 とい う点は ， 現存する有部の 論書で は 整理 ・統合 を経 て 明確 に は説

かれ て い な か っ たが ， そ の こ とを導 き出す根拠 とな っ た もの の 1 つ が， 見苦 ・見

集所断の 非遍行随眠は 「倶縁が断 じられ るこ とで 断じ られ る」と規定する ， 『婆沙

論』の 論師た ちの 見解で ある
2）． こ の 「倶縁」 とは 「所縁」 と 「能縁」の 2 つ を

指 して い る． 問題 は， こ の 非遍行随 眠の 断 じられ方 は理論的 に は 「所縁が 断 じ ら

れ る 」 とい う条件 1 つ で 十分 で ある に も拘わ らず ， 何故 に 『婆沙論』の 論師た ち

の 説で は 「能縁が 断 じられる」とい う条件が加えられて い るの か とい う点で あ る．

また ， 「能縁が 断じられる こ とで 断 じられ る」 とい うこ との 意味 も問題 とな る．通

常，能縁 とは所縁 とい う条件 に よ っ て 起 こ る結果で ある が ，こ の 断 じ られ方で は，

結果で あ る 能縁 が断 じられ る こ とに よ っ て 条件で ある所縁 も断じ られ る こ とに な

〈断じ られ 方〉

所縁 を智慧で 見る こ と

所縁 が 断 じ られ る こ と

所縁 を智慧 で見 る こ と

所縁が 断 じ られ る こ と
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る， これ は 通常 の 因果関係 を逆転 した もの とな り，
一

見 す る と奇異 に思わ れ る ．

本稿 で は， 以上 2 つ の 問題 を解 明す る に当た り， 最初 に 「能縁 が 断 じられ る こ と

で 断 じられ る」 との み 規 定 され る他界 遍行随 眠 を取 り上 げ こ の 断 じ られ 方を検

討す る． そ れ は ，
こ の 他界遍 行随 眠 の 断 じられ 方は以 後の 有部の 論書に採用 され

て お り， 従 っ て 後代の 論 師た ちの 見解 を参考 に し得 る こ とに よる ．

2． 「能縁」 の指すもの

　遍行随眠に は 自界遍行随眠 と他界遍行随眠の 2 つ があ り， 後者 は 「能縁 が断 じ

られ る こ とで 断 じられ る」 とされ る 3）． しか し，
こ の 「能縁」， 即 ち 「他界遍行随

眠 を所縁 とす る もの 」が何 を指すの か， 『婆沙論』で は 明示 され な い ．有部の 教説

にお い て ， 他界遍 行随眠 を所縁 とす る 随 眠 は 2 つ ある ． 1 つ は 同 じ部 に 属す る 遍

行随眠 を所縁 とする見苦 ・見集所断の 非遍行随眠で あ り， もう 1 つ は見苦 ・ 見集

所断の 自界遍行随 眠で あ る． 欲界の 自界遍行随眠は 欲界の 苦諦 と集諦， 即 ち欲界

の 全 て の 有漏法を所縁 とす る ． また ， 随眠 そ れ 自体 は有漏法 で あ り， 苦諦や 集諦

に含 まれ る． 従 っ て ， 欲界の 自界遍行随眠は欲界の他界遍行随眠 を所縁 とする と

言 える．以 上 の 2 つ の 随眠 の うち， もし上 記 の 「能縁」が 非遍行随眠で あ る な ら

ば 非遍行随眠 は所縁が断 じられる こ とで 断 じられ る随眠で あ るか ら，他界遍行

随眠 が 断 じられ るに は，他界遍 行随 眠 そ れ 自体が先 に 断 じ られ なけれ ば な らな い

とい う過失に 陥る ． 故に ，
こ の 「能縁」は 自界 遍行随眠 を指すと見て よい 4）．

3． 「能縁が断じ られ る こ とで 断じ られ る」 とい うこ と

　 で は， こ の 「能縁 が 断 じられ る こ とで 断 じられる」 とは ，
どの ような意味で あ

る の か ． こ れ に つ い て は 「能縁」が 自界遍行随眠 とい う特定の 随眠を指 して い た

こ とに注意 したい ．有部の 完成 された 因果論に よれ ば， 五 部の 各随 眠 の 間に は遍

行因 と同類因 とい う原因， 等流果 とい う結果の 関係 （異時的因果関係）が 設定 され

て い る 5）． 見苦 ・見集所 断の 遍 行随眠 は遍行 因 として ， あ らゆ る染汚法の 原因 ，

従 っ てあ らゆ る煩悩の 原因 とな る． また， 見苦 ・見集所 断の 随 眠はそ れ ぞれ同類

因 と して 同 じ部の 随 眠 の 原 因 とな る ． こ うした随眠 間 の 因果 関係 を踏 ま えれ ば

「能縁が 断じ られる こ とで 断じられる 」とい う条件におい て ，能縁 とは実質的に遍

行 因 また は同類 因 と して の 自界遍行随眠 を指 し
， 所縁 で ある他界遍行随眠は その

結果で あ っ て ， 原 因 （三 能縁の 随眠，即 ち自界遍行随眠 ）の 断滅 に基づ く結果 （≡ 所

縁 の 随眠 ，即ち他界遍 行随 眠）の 断滅が意図され て い る と考えられ る 6）．
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4． 「能縁」とい う語が用 い られ た理由

　それで は ， 断じ られ るべ き随眠を表すの に何故 に 「原因」で は な く， 敢えて 「能

縁」 とい う語 を使 っ て い るの か． この 理由は次の よ うに考え られ よ う． まず ， 『婆

沙論』の 論師た ちの 説が 現れ る一 連の 文脈 は， 以下の 『発智論』 の 議論に対する

注釈 とな っ て い る ．

『発智論』 T26
，
926a22ff ： 【問】諸の 随眠 は何 か ら断 じ られ る の か ． 【答】答 える ．［諸 の

随 眠は］所縁 か ら （因 所縁 ，

＊alarnbanat）［断 じ られ る （引 き離 され る ） の ］で ある ，

と 7）．【問】汝 は 「諸 の 随眠 は所縁 ［を智慧 で見 る こ と］か ら断 じられ る」 と説 くの か 8）．

【答】答 える．そ の 通 りである， と．……，

　こ こ で は 「所縁 か ら」 とい う語句の 解釈 を巡 っ て
， 随眠

一 般の 断 じ られ 方か ら

特定の 随眠の 断 じられ方 に論点 を変 えつ つ 議論が展 開す る 9）， 『婆沙論』の 論師た

ちは， 見所 断の 随眠の 他 の 2 つ の 断 じられ方 と同 じ く，
こ の 「所縁 か ら」 の 語 を

注釈す る 形で ， つ ま り 「所縁」に 関わ る 語句 を用い て 他界遍行随眠の 断 じられ方

を規定す る必要があ っ た ． そ こ で 利用 したの が， 自界遍行随眠が 他界遍行随眠 に

とっ て 原 因 で あ りか つ 能縁 で あ る とい う関係 で ある． こ うして 彼の 論師た ちは ，

原 因 で ある 自界遍行随眠 を指すの に 厂能縁 」の 語 を用 い た と考え られ る 10）．

5． 見苦 ・見集所断の 非遍行随眠の 断 じ られ 方

　最後に ， 冒頭 で 問題 に した見苦 ・見 集所断の 非遍行随 眠に戻 ろ う． この 随眠は

「倶縁」，つ ま り 「所縁 」と 「能縁」が 断 じられ る こ とで 断 じられ る と され て い た。

この 「能縁」 も同 じく見苦 ・見集所断の 自界 遍行随眠を指 し ω
， 有部の 因果論 で

は
，

この 自界遍行 随眠 は非 遍行随眠の 原 因 （遍行因 また は同類 因） と な る ， 故 に ，

この 非遍行随眠 に適用 され る 「能縁が 断 じ られ る」とい う断惑の 条件 も，原 因 （自

界遍行随 眠）の 断滅 に よる結果 （非遍行随眠）の 断滅 を意 味 して い る．

　で は， ど うして 非遍行随眠 に この よ うな断 じられ 方が適用 され て い る の か． ま

ず， 自界遍行随眠， 他界遍行随眠， 非遍行随 眠の 3 つ の 随眠 は ， 同一 の 瞬間 にお

い て こ の 順序で原理 的に断 じ られ る とされて お り， 非遍行随眠 は他界遍行随眠 と

極め て 近 い 位置に あ る． また 非遍行随眠 は ， 他界遍行随眠 と同 じく最初 に断 じら

れ る 自界遍行随眠を原因 と しかつ 能縁 とする点 で ， 「能縁が 断 じられ る こ とで 断 じ

られ る 」 とい う断 じ られ方 を適用 し得 る ． こ うした状 況 を考慮 に入 れ る と， 先行

して 断 じられ る他界遍行随眠 に 「能縁が 断 じられ る こ とで 断 じ られ る」 とい う断

一 383一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

説
一

切有部の 断惑論 （藤　本） （143）

じられ方が適用 されて い る こ と を受けて ， その 同 じ断 じられ方 を適用 で きる状況

にある見苦 ・見集所断の 非遍行随眠 に も同 じ断 じられ方を適用 して し まい ， その

結果 ， 『婆沙論』の 論 師た ちの 説 に お い て は ，本来の 「所縁が 断 じ られ る」 とい う

条件に 「能縁 が 断 じ られ る」 とい う条件が 加 わ り， 「倶縁 （所縁 と能縁 ）が 断 じら

れ る こ とで 断 じられ る」 とい う条件に な っ た と推定され る．

1）拙論 （藤本 2014，藤本 2015， （33）一（35））参照 ．　　　 2＞世 友 （＊Vasumitra）の 説 に

つ い て は 『婆沙論』T27
，
114b6− 12

， 設摩達多 （“Sarmadatta）の 説に つ い て は 『婆沙論』

T27
，
114bl−6 （「阿毘曇毘婆沙論』 T28 ，91a12− 17）参照．　　　 3）欲界の 他界遍行随眠

は ，色界や無色界 を対象とするが ， 欲界 の 四諦 を見 る法 智忍 に よ っ て断 じられる， つ ま

り，随眠 を断 じる時の 智慧 の 対 象 と随眠 の 対 象が
一

致せ ず，故に 「所縁 を智慧で 見 る こ

とで 断 じられる 」と い う他の 遍行随眠に適用 され る 断惑の 条件が 適用 で きな い ．そ こ で ，

「能縁が 断 じられ る こ とで 断 じられる 」と い う条件 を会通 と して立 て た と考 え られ る ，こ

の 問題の 生 じた経緯に つ い て 今は立 ち入 らない ．　　 4）こ れは AK ］Bh　3　19
，
24−320

，
1 に

明記 される ．　　　 5）各 随眠 の 原因に つ い て は 『婆沙論』 T27，286b　18ff．に 詳述 され

る．　　　 6）能縁 の 断を原因の 断とする解釈は，『順正理論』T29 ， 650a2− 13，
　TA　P　316a4−

8 ／D175a3 −6
，
　AK 　Vy　498

，
28−29 に よ り支持 され る E　　 7）『婆沙論』T27

，
　l　l　3b29−c5 （「阿

毘曇毘婆沙論』T28
，
90cl3 − 16）参照．　　　 8） 『婆沙論』T27 ，113c9− 10参照 ，　　　 9）

これ は 『発智論』に 由来す る と見 られ る Al〈Bh　320，
16−20 の 議論か ら推定 され る ．

10）「能縁」の 原語 は不明で ある が ，A ，U ）h の 玄奘訳の 相当箇所 （T29 ，
111a18）で は 「彼

能縁」 （tadalambana ，それ を所縁 とする もの ） と表され る．　　　 11）非遍行随眠 も自部

の 非遍行随 眠を所縁 とする が ， もし断 じられ る べ き 「能縁」が非遍 行随眠 な らば，非遍

行随眠が 断 じられ るには非遍行随眠が先に断じられねばならない とい う過失に陥る．
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